
Copyright © SRA Holdings, Inc.  All Rights Reserved 
 

株式会社SRAホールディングス 

株主懇親会 
 
      2016年度計画と 
   新たな取り組み 
                  

2016年6月24日 



Copyright © SRA Holdings, Inc.  All Rights Reserved 1 

  2016年度（2017年3月期） 計画 

2017年3月期 計画 
〔中期経営計画2年目〕 

2016年3月期 実績 
〔本業において増収増益〕 

 売上高 40,000 39,155 

 粗利益 7,840 7,517 

 粗利益率 19.6% 19.2% 

 営業利益 3,940 3,736 

 営業利益率 9.9％ 9.5％ 

 経常利益 4,125 3,850 
 親会社株主に帰属する 

 当期純利益 2,667 463 

 1株当たり当期純利益 219.93円 38.40円 
 1株当たり配当金 85円 70円 

単位：百万円 
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     〔１株当たり配当金〕                                                  
 

      2016年3月期（実績）： 70円（15円増配） 
                                              

             中間配当金：25円＋期末配当金：45円 
 

             配当利回り：2.7%* 
 

      2017年3月期（計画）： 85円 （15円増配・配当性向38.6％） 
                                              

             中間配当金：30円＋期末配当金：55円  
                                 

        配当利回り：2.5%は確保したい 
 

        ROE：13.6%（予想） 
 

株主を中心とする 
ステークホルダーの 期待に応える 

 株主還元の充実 

＊配当利回りの算出は2016年3月末日の終値を使用 
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「技術のSRA」 先進技術   

ＳＲＡグループの 

成長を創る 

Digital Transformation 

デジタルビジネス  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｉ ｏＴ FinTech SCSK社と協業 

車載システム 

RedHat社と協業 

IoTインフラ構築 

Tagit社と協業 

金融モバイル 

技術分野〔新たな取り組み〕 

クラウド セキュリティ インターネット オープンソースソフトウェア ビッグデータ 
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 SRAグループの営業展開 

お客様の 
ビジネス 

効率化の手段 

成長の原動力 
 

ビジネス創造の要 
                      ＩＴで創出する 

ビジネス拡大＆収益性向上 

                      ＩＴで支える 

成長市場・有望分野 

ソリューション 

協業 強み×強み 

パイプライン管理 

SRAグループのビジネス 

・SRAグループ 
・他企業 
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これからもSRAグループは、 
 
配当・株価を意識した経営を行ない、 
 
株主価値向上を目指してまいります。   
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オープンソースソフトウェア 

              ＜将来見通し等に関する注意事項＞  
 
 本資料につきましては、投資家の皆様への情報提供のみを目的とした 
ものであり、 売買の勧誘を目的としたものではありません。  
 また、本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や 
予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。 
将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になる 
ことがある点を認識された上で、ご利用ください。  
 本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、 
ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提としており、 
当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。  
 


	株主懇親会��      2016年度計画と�　　　新たな取り組み�   　　　　　　　　　　   　
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7

